
転 ぶ こ と の 効 用
校長 西山 守

寒さが厳しいこの頃ですが、地域・保護者
の皆様にはいかがお過ごしでしょうか。学校

では、寒さに負けない子どもたちの声がはず
んでいます。

６年生
日々大切に
巣立ちまで！

さて、先月「はやぶさ２」が、小惑星リュ
ウグウから岩石サンプルを採取することに成
功したのは記憶に新しいところです。世界的
な快挙ともいえるこの成功は、実は、はやぶ
さ初号機のいくつかの失敗経験をもとに、改
良を加えた結果とも言えるそうです。
イオンエンジンのトラブルの原因となった

金属粉からエンジンを守るために、エンジン
壁面の磁石をより強化したり、惑星接地時に
使用する化学噴射エンジンの凍結を防いだ
り、小型事前探査装置の発射を自動で行える
ようにしたりしたそうです。前回の結果を入
念に分析し、うまくいかなかった原因を探り
当て、対応策をしっかりとたてて臨んだから
こそ成し得たことです。まさに、失敗は成功
のもとです。

このことを人間の成長に当てはめて考えて

みるとどうでしょうか。

適度の失敗体験は、やはり、より健全な成

長に欠かせないのではないかと考えます。も

ちろん、多くの成功体験や失敗しても受け止

めてもらえる存在がいることが必要ですが。

例えば、幼児期から歩く際に転ばないよう

に周囲が気を配り、常に手を引いていたとし

ます。その子が、もう少し大きくなり、一人

歩きしたとき転んだとしたらどうでしょう。

当然のごとく、とっさに手を出して体を支え

ることができず………。

数年前に、新社会人の風潮が新聞に載って

いました。職務上のミスを少しでも指摘する

と、もう落ち込んで立ち直れなくなってしま

う場合が目立つとのことでした。子どもの頃

から、 体験がなかったためで

はないかということでした。今も多くの会社

では、社員がすぐに辞めてしまうことを防ぐ

ことが大きな課題となっているそうです。

失敗をしたことを必要以上に責めることは

マイナスに働くでしょうが、失敗をしっかり

と受け止めさせ、どうすれば同じ事を繰り返

さずに済むか考えさせ、トライさせることが

大切なのではないかと考えます。

全てのことを事前に教え、安全なレールの

上を歩かせるだけでは、自分で生きていくだ

けの力の獲得は難しいでしょう。

練馬区立

石神井小学校

学校だより

平成３０年度 ２月号

２月の行事予定

6 日(水 )特別時程 クラブ活動

チームコミュニケーションを学ぼう（３年） 14 日(木 )社会科見学（６年）
9 日(土 )学校公開 道徳授業公開講座 20 日(水 )安全指導

1 1 日(月 )建国記念の日 21 日(木 )避難訓練
12 日(火 )クラブ活動 22 日(金 )新１年生入学説明会
13 日(水 )特別時程 午前授業 （下校１３：００） 25 日(月 )委員会活動

＜区研究発表会のため＞ 26 日(火 )特別時程 保護者会（１・２年）
19 日(火 )たてわり班活動 28 日(木 )保護者会（３年）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

旧校舎から仮設校舎に移り、場所の制限が多

くなりました。その中でも、高学年児童は学校

をよりよくするために何ができるのかアイデ

アを出し合いながら、委員会活動・クラブ活動

ともに工夫して活動しています。 

どちらも残すところ数回です。６年生を中心

に、今年度の活動をしっかりと振り返り、来年

度に引き継いでいけるようにしていきます。 

また、１月３０日（水）６校時には３年生が

クラブ見学を行い、来年度のクラブ選びの参考

にします。有意義な時間にしてほしいです。 

各教室の廊下掲示板にて、校内書きぞめ展が

行われました。書くときの緊張感、書き上げた

ときの成就感・達成感を味わうとともに、他の

学級・他学年の作品を鑑賞して文字に対する興

味や関心を高める活動となりました。 

 選出された児童の作品は、職員室前に掲示し

ています。ぜひご鑑賞ください。 

     平成３１年２月９日（土） 

 ２校時に、全クラス道徳地区公開講座を予定し

ています。また、３校時は講師の方をお招きして

５・６年生、保護者や地域の方々を対象に講演を予

定しています。体育館にて「自分も周りも幸せにす

るマナーとおもてなしの心」をテーマに話をしてい

ただきます。万障お繰り合わせの上、多数の皆様に

ご来校いただけますようお願い申し上げます。 

 

日本マナー・プロコントロール協会認定講師 

小林 恵美子様 

  


